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花と気の流れに
一一一植物増殖の歴史一一
序奏 <ニオイエビネによせて>
こんもりと タブの原生林
断崖絶壁を 黒潮に洗われ
オオミズナギドリが飛均し
ミクラミヤマクワガタが生息し
かつて 島の女王 ニオイエビネが群生した宝の島
海暗の島御蔵島よ
訪れて悲し島の変貌
ニオイエビネの自生の容姿はもはや消え去り
香りさえ残さず
なぜに
愛好家 マニアという
人間らの嘘っぱちと欲心に
つぎつぎに奪われ 盗掘されしニオイエビネよ
踏み荒らされた自生地よ
ニオイエビネを育む清き水よ
澄みきった島の水よ
冷たさひびく沢の水よ
御蔵島の山里子は荒れるにまかせ
ふたたび会うことさえ敵わない
自生のエビネ ニオイエビネよ
山仕事に精だす人たちの疲れをいやし
心を安めたニオイエビネの花よ 芳香よ
いまはもう 山で働く人たちを
慰めるものは何もない
海暗の島御蔵島よ
御蔵島をあとに
十八トン ニ百馬力のえびね丸に乗り
島の若者と鈴原湿原のサギソウに別れを告げ
三宅島 錆ケ浜へ向かう旅立ち
時の経過は 御蔵島を遠く 小さく引き離す
青く輝く 海fl者の海原
溺J員に湧き詩文る白い泡沫
波間に踊るトビウオの群れ
オオミズナギドリの飛nJは見えず
昨日 笠りつめた御山
農業科 松田史大
サギソウの育つ鈴原湿原はあの辺りか
1王子に断崖絶壁の黒崎高尾山のぞみつつ
えびね丸は速度を早めひたすら進む
島をあとに あとに
ああ「ニオイエビネのふるさと御蔵島Jと
叫んだのは もう過去のことなのか
海培の島御蔵島よ
私は いつも想う
いつの日か
若者たちと協力して
大量増殖のニオイエビネの花開く
緑豊かな
心豊かな
自然豊かな
島にすると
御蔵島 l 
御蔵島 2 
第一楽章 サギソウの詩
鷺草のましろき花は飛ぶごとし
幾羽咲きしと数うるもよし
鷺草をノくイオで組やすおのれをば
鷺子と名づけ名事IJにのする
今，考えると不思議なことでした。
喜代(母)
史大
クリ ンルームや新しい実験器具が何もない部屋の中
にパイプを組み， ピニルを張り，ガスバーナーの上にフ
ラスコをのせ，培地を作成しサギソウの無菌播種を試み
た。培養瓶の中でサギソウの種子が発芽し，緑を帯びた。
サギソウはラン科のハベナ 1)ア属の日本にのみ自生し
ている山野草の一つで， r天には白鷺，地には鷺草j と
うたわれるように，その花は水辺で白鷺が飛んでいる姿
によく似ている。その可憐で清楚な美しさは，自然、が生
んだものの中の最高傑作の一つにあけ、ても不思議ではな
い。サギソウは，かつての自生地を含めると，北は秋田
岩手あたりから中国地方の山口県，それに四国，九州ま
でと広範囲に分布していた。
標高二百五十メートル以下の日当たりのよい湿地帯に
多く自生していたが，地域開発や宅地造成による埋め立
てや盗掘，乱獲による被害等によって，ほとんどその自
生地はなくなってきている。以前，私は，滋賀県信楽ヘ
サギソウの自生地があるというので出かけたことがある
が，かつて自生していたところには，一株のサギソウも
見られず，また，鉄分の多い汚染された湿地帯に，数十
株のサギソウが哀れな姿で生きのびていた。
サギソウ
サギソウ 2 
今後，五十才以下の人はサギソウの自生地を見ること
ができないであろうといわれている。
サギソウのよりよい増殖方法を見つけだし，大量に増
殖し，自生地の復元を目指すことの意義ははかりしれぬ
ことであろう。
サギソウの増殖は従来，分球によっていたが，この方
法では繁殖率が低く，年に二倍から五倍くらいしか増え
ない。さらに三年から四年間栽培しているとウイルス等
に擢病し，生育が著しく悪くなるなどの欠点があげられ
る。分球以外の増殖方法を，見つけだしてゆかねばなら
ない。
分球以外の方法としては，無菌播種と茎頂培養の方法
が考えられる。
無菌播種の培地は第 1表のようなものでよい。
第 1表一一一一サギソウの無菌播種の培地
ハイポネックス
ぺプトン
サッカロース
蒸留水
PH 
2 g 
3 g 
2 0 g
1， OOOcc 
5. 5----5. 7 
茎頂培養では，第 l表の培地にベンジルアデニンを 2
mgとNAA1mgを添加したもの， MS培地， B -5 
培地がよいであろう。
培養瓶の中で球根をつくるようにする。
サギソウづくりの名人として大宮市大成町に住む木村
なほさんと川越市笠幡町に住む赤岩秀作さんをあげるこ
とができる。
木村なほさんは「サギソウ保存会J (さぎきち会)の
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会員であり科学的にサギソウを栽培しており，その道の
第一人者と呼んでもよいであろう。
赤岩秀作さんは東京世田谷から川越に移り住み(世田
谷区の花がサギソウであり，区から 5球分けてもらい，
それを i万球にも増殖した人で)化学肥料もJ雲薬も用い
ずサギソウを栽培し，美事な花を咲かす。土づくりは冬
の間にLIJに入り，落葉の積もっているところのものを，
春まで天日で乾燥させ，それを用いる。サギソウの花茎
は何年たってもとけでなくならない。私は「サギソウの
仙人づくり」と名づけた。
かつて，サギソウの花に赤とか桃の色を入れようとハ
ベナ 1)ア・ロードケーラ等との交配を試みたが，邪道と
おもい途中で交配を中止した。
第二楽章キク
一九七九年から一九八一年まで本校の校長を務められ
た恩師であり，日本菊花連盟の会長であられた今は亡き
岡田正)1真先生は「題芸は第一に増殖すること j とのべ，
キクの!菊花生理，キクの開花におよぽす日長と温度の関
係を研究し，キクを分類することで学位をとられた。
私は岡田先生の研究室で「キクの生長ホノレモン・開花
物質・休眠物質」の研究をはじめたが，なかなかよい
データがえられず卒業論文は「ダッチアイリスの品種改
良Jであった。一九六二年， rなぜ花は咲くか」という
ことで開花ホルモンを見つけだす研究が盛んに行なわれ
ていた。開花ホルモンとしてフロリゲンという物質を想
定していろいろな実験・研究が行なわれ，フロリゲンの
一元説，二元説やE物質などが発表された。しかし真の
開花ホルモンは見つけだされなかった。
私たちも短目処理したキクをもちいたり，低温処理し
たキクをもちいて開花ホルモン，休眠物質であるアブサ
イシン酸を克つけだそうとし，生物検定を行なったが，
結局，失敗におわった。白衣を身につけてアベナ検定を
行なっている侍は，し功、にも科学者・研究者になったお
もいであった。
一九六三年，京都大学農学部でキクの育種の研究にと
りくんだ。キクの花は沢山の小花が集まった頭状花で，
雄蕊とめしべをもっ両性花である管状花とめしべのみを
もっ単性花である舌状花からなる。管状花が少なく，舌
状花が多いほど八重咲きになり，商品価値が高くなるの
で，その環境条件を見いだすために， 日長処理や低温処
理を行なった。
当時は，キクの在来品種のほかに外国で品種改良され
たポ y トマムが導入された時期であり，それらの間での
交配が盛んに行なわれ，新しい品種がつぎつぎに生まれ
た時代であった。品種を命名するときは，京都の名所・
古跡の名をとり，清水寺からは清水，銀閣寺からは銀関
詩ulj堂からは詩{!IJ，修学院離宮からは修学院というよう
に名をつけていった。京都の名所・古跡の数は約千三百
あまり，毎年誕生するキクの数は何百，何千， {可万です
から品種命名には苦労の連続。
ここに，キクを経営に取り入れている一人の古老がい
た。その古老はキクの繁殖，挿し芽を行なう時，通常の
方法(茎の先端を十センチほど，展開葉四枚つけて切り
展開葉四枚目の節のところを鋭利なナイフで切り，葉を
はぶいて水につけ山砂に挿すやり方)をとらず，茎の先
端五ミリほどをとり活づくりを行なっていた。この古老
は茎頂培養@メリクロンということは知らなかったが，
経験的に，体験的に茎の先端にはウイルスをはじめ病原
菌がいないことを知っていた。
植物組織培養の導入にこの話をすることにしている。
一九六五年，ポットマムをもって本校にやってきた。
切り花，大輪キクを栽培し，ザルギク，ボサギクの品
種改良を行なった。ザルギクは摘芯(ピンチ)しなくと
も自然、に分枝し株全体が円形になる小菊であるが，花色
が黄色中心で変異が少なく，花形も変異が少ないが，ポ
サギクは二，三回摘芯しなければ株全体が円形にならな
し1菊であるが，花色が豊富であり花形の変異も大きいの
で，その両者のよい性質をかねそなえた品種を作出しよ
うとする研究であった。
ザルギク畑 新品種文菊
親株を選抜し，交配し，袋掛けをし，採種し，その種
子を貯蔵し，翌年の春に播種して開花を待つ。開花した
ものの中から，育種目標にあったものを選抜する。
選抜したものに名をつける。埼玉にある山の名， }Iの
??
名を付けたがすぐに揺ぎれとなる。
一九六五年から一九七四年までの十年間はキクづくり
に専念したといえる。
第三楽章 ニオイエビネ
伊豆諸島に自生していたエビネは，ニオイエビネ， コ
オズ系エビネ(ニオイエビネとエビネの自然交雑種)， 
スイショウラン(ニオイエビネとキリシマエビネの自然
交雑種)とミクラ系エビネ(ニオイエビネ，エビネとキ
リシマエビネの自然、交雑種)である。ニオイエビネの血
の入った芳香を有するエビネが数十万株自生していると
いわれていたが，全国的な「エビネブームJによる乱獲
山採り，採集や盗掘によって，自生株は皆無となった。
コオズ系エビネで有名な神津島の第五回コオズエビネ
展(一九八一)と第六回コオズエビネ展(一九八二)へ
行った時，島の若者は， I天上山をはじめとして， コオ
ズ系エビネの乱獲はものすごいもので， コオズ系エビネ
だけでなく地エビネすら神津島の山野では，見られなく
なったj と深く悲しげに語っていた。
一九八四年，新島産のコオズ、系エビネの名で知られて
いる新島，式根島ヘエビネの増殖のことで行った時に，
島の若者は， Iよい香のする島のエビネ，コオズ系エビ
ネは，以前はこの辺りにも自生していたが，今では一株
も見あたりません」とのべていた。
新島では，盗掘されたコオズ系エビネを中心にしたエ
ビネをとりもどして，一九八一年，地場産業と観光資源
にしようと，島に「新島エビ、ネ緑地」をつくった。しか
し，エビネ緑地の周囲は高い金網の上に鉄条網が張りめ
ぐらされ，入口はかたく施錠されて， Iエビネの監獄」
「エビネのアウシュビッツ」という感じである。緑地の
中に入ってエビネを観賞するという気持ちにはとうてい
なれない。
芳麗なニオイエビネが自生する御蔵島から，一人の若
者がニオイエビネの研修のため，一九八四年に筑波大学
鮒属坂戸高等学校にやってきた。その時，若者は， Iニ
オイエビネの宝庫だった御蔵島も盗掘により自生株は皆
無となり，島内の人が山採りした株を自分の持ち山に植
えて栽培管理しているが，増殖方法はノくック吹かしが中
心であり，このやり方では増殖率が低いので，ニオイエ
ビネを園芸品種にまで高め，一般大衆に普及するために
無菌培養の技術を早く修得しなければ」と抱負を語って
いfこ。
一九九一年，大島元町港の「エビネ展Jを見にいった
時，島の若者は I島内にはニオイエビネの白生のもの
はなく，地エビネがあちこちに数株ずつ生えている。芳
香のあるものは，新島や神津島からもってきたものであ
るが，なかなか増殖しないこと，ウイルス病に，躍るなど、
問題点が多~¥ Jと語っていた。
伊豆諸島の島々に自生していたニオイエビネ， コオズ
系エビネ，スイショウランが絶滅してしまった現在，こ
れらのものを無菌培養の技術を駆使して，大量増殖させ
ることは，大きな意義とやりがいのあることである。
ここで， I島の若者とニオイエビネの歴史Jを見るこ
とにしよう。
一九六三年，神津島に京都大学から四名の先生がコオ
ズ系エビネの自生地と自生株を調査するためにやってき
た。この時，中学二年の島の若者，奥山好美さんが四人
の案内役をつとめた。この四人の先生の中に，ランの無
菌培養に用いられる培地である京都液の開発で有名な狩
野邦男先生が加わっていた可能性がある。
狩野邦男先生がカトレア，デンドロビュウムやシンビ
ジュウム等の西洋ランの増殖培地である京都液を完成さ
せ，東洋ラン関係の増殖にとりかかるため，コオズ系エ
ビネの調査に神津島を訪れたと考えられるのである。神
津島探訪の四年後の一九六七年に，狩野先生は『新花
子守』第五十五号のエビネ特集の中で「えびねの無菌発芽
についてJを発表しているのである。
一九六五年頃，島民の幾人かが東京の園芸業者に頼ま
れてコオズ系エビネを出荷した。一九七一年頃には島外
の趣味家というかマニアという人が島にきては盗掘し
神新汽船を利用してコオズ系エビネをダンボール箱につ
め下回に数多く持ち出していた。さらに，一九七三年頃
からは島の人たちが本格的にエビネを山採り，採集，盗
掘したため自生株は絶滅してしまったのである。
こうした状況の中，神津島ではコオズ系エビネの保護
育成にのりだし， rえびね愛好会Jを組織した。一九七
七年には第一回自の「神津えびね展Jを開催した。同時
に，島の若者からの依頼を受けて，筑波大学附属坂戸高
校では一九八一年，八二年，八三年にコオズ系エビネの
無菌培養を実施している。
新島でも神津島と向様に，はじめは島の人たちもコオ
ズ系エビネに関心を示さなかった。研究者，学者らが来
島する一方，趣味家やマニアも来島し，山採り，採集，
盗掘がはじまった。そして，島の人たちにもその価値が
少しず、つ認識され，それが商品として売られはじめると
悪いことに島の人たちの盗掘がはじまり出した。その結
果，自生株の消滅に至ったのである。
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これに対し，村役場，エビネ愛好家は，島の内外に持
ち出されたエビネを没収して，ーか所に集め，前述のよ
うな「新島えびね緑地Jをつくり，同時に二十三名の仲
間を結集して「新島趣味のえびね会Jが設立された。一
九八二年に「第一回新民えびね展Jが開催された。また
一九八四年には東海汽船の「春の新島ノくラエティー， 日
本一のエビネ群生公園見学」という工ビネツアー(四月
十三日~十五日)も計画された。
しかし，一万株前後定措されている f新島えびね緑
地」を「日本一のエビネ群生公園Jと称することから，
鉄条網に因われているエビネ等々，沢山の問題を含んで
いるといえよう。
新島産のコオズ系エビネは芳香がよく，花色，花形の
変異も多く，現代性も将来性も大きいので無菌培養に
よって大量増殖すべきものと考えられる。
ニオイエビネの故郷，御蔵島では， I一九一一年~一
九二五年のニオイエビネ命名の由来の時期J， I一九二
五年~一九三六年のニオイエビネは毒の花の時期J，
「一九三七年~一九五五年のニオイエビネの休日畏期Jと
いうようにいろいろ変遷した末，ょうやく「ニオイエビ
ネの夜明けJをむかえた。
一九六三年に大井次三郎著『最新日本植物誌』の中で
ニオイエビネの名称に学名がつけられた。つぎの年，京
都学芸大学(現在，京都教育大学)の伊藤五彦先生が御
蔵島にわたり，純白のエビネを譲り受けて研究し，この
臼花がニオイエビネの原種であることを確認している。
さらに，鈴木吉五郎氏が『みねはな』にキリシマエビネ
とニオイエビネの違いを発表している。
こうして，ニオイエビネが世にでると， Iエビネブー
ム」にのって趣味家，マニア，悪徳業者が島を訪れ，島
民を頴しながら盗掘してゆくという事態に至った。そこ
で島ではニオイエビネの保護のため，島内の全植物の採
取を禁止する措置で対抗した。しかし，盗掘はあとをた
たなかった。
一九八十年，ニオイエビネを保護し，増殖するために
島を出ていた若者が御蔵島にもどってきた。島の若者は
すぐに育苗ノ¥ウスを建て，ニオイエビネやサクユリの栽
培をはじめる。しかし，残念ながら一九八二年に，御蔵
島のニオイエビネの自生株は絶滅してしまう。そのよう
な状況の中でも一九八三年には，村役場の育苗センタ
が建つ。
一九八四年九月五日，御蔵島からニオイエビネの研修
のため一人の若者が筑波大学附属坂戸高校を訪れた。若
ズ系エビネの栽培に取り組みはじめる。彼は，育苗ハウ
スのニオイエビネ，千両やサクユリの栽培といった村役
場の仕事にたずさわる一方，港でのコンテナの荷揚げ，
チェンソーやブルド ザーを動かしての森林樹木の伐採
土木作業をする等たくましい若者でもある。
筑波大学il付属坂戸高校での研修の目的は，ニオイエビ
ネの無薗培養の技術をマスターして，島でニオイエビネ
の大量増殖を実現させることである。無菌培養の技術を
マスターすることで，つぎのようなことを実現しようと
いうのが彼の目標であった。
第一に，島に無菌培養のための研究胞設，設備を建設
する。
第二に，ニオイエビネの無菌培養，大量増殖によって
地場産業を発展させる。
第三に，伊豆諸島自生のニオイエビネを大量増殖させ
御蔵島でミクラエビネとして大楽園，大公園をつくる。
第四に，ニオイエビネ培養@増殖センターが建設され
れば，ニオイエビネばかりでなく御蔵島に自生している
その他のうン科植物やラン科以外の植物の増殖も可能に
なる。現在，御蔵島での産業としては，原生林のツゲを
利用した将棋の駒，コケシ，クシや桑の古木を利用した
クワの箸， シイタケ栽培等々であり，水産業で生計を立
ててる人はほとんどいない。ニオイエビネ培養センター
が建設されるならば，春咲きのニオイエビネばかりでな
く，他の山野草の大量増殖も可能となり，四季をとおし
て出荷できるようになり，地場産業として発展してゆく
であろう。
伊豆諸患への旅
式根島ここに生まれてここに咲く大浦桔梗草丈
低き花
沖あみと擬似ばりつけて糸たらす野伏港での
鯵釣りおもろし
新島と式根島問波高し黒潮本流
うねりうずまく
織の香のあらぬ海水どこにある東京湾の
ここにあらすか
砂漠では浄化の作用常ならん東京湾砂漠
者は自分のハウスと山野で数千株のニオイエビネやコオ 符干化あらじ
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東京湾の汚染の海は見たくなしにごりにごりで
沼jの呑あらじ
{諒岩流黒々なりし三原山噴火のはげしさ現今に
伝えし
大島の港の見えし丘近く白花大文字草
群落っくりて
島のこと行政よりも考えし村の若者
ここにも{主めり
八百年大島桜のその下に若き結子ラン
芽を出しおりぬ
式根島神引tJJに星流れ時空の流れを
忘れておりぬ
黒;薦の関より暗き神引の流るる星は
ま工く輝く
空蒼き島の璃はああと時く関東璃
があがあ鳴くかよ
なるほどと島の漁法は八六算法 陰暦なれど
生活に生きる
神津島天にものぼる山のありコオズエビネの
生まれし処
年の暮人の子一人見えぬなかわが子と二人
頂上に立つ
N~に打たれ風に吹かれて天上山ここはエビネの
生まれふるさと
海の幸ヒラマサ汁に浮かびたる明日葉の葉の
みずみずしさよ
明日葉の葉をもて染める草木染黄八丈なるか
黄色あざやか
御蔵島には木登りできる明日葉があると間からば、
登りたくなり
神津島大島にでも泥棒と呼ばれしわれらに
悲しみはなし
島に着き島を離るる時までも泥棒と呼ぶ
うぬらなにもの
ニオイエビネ i ニオイエビネ 2 
第四楽章 レブンアツモリソウ
「花の浮き島」と人の言う最果ての島，礼文島には，
レブンアツモリソウ レブンコザクラ，レブンサクラソ
ウモドキ， レブンソウ， レブンウスユキソウ， レブンノ
コギリソウ， レブンスゲ， レブンカラマツ， レブンキン
ノくイソウ， レブンハナシノブ， レブンフウロ， レブンサ
イコ，レブンシオガマやレブントウヒレンと礼文と名の
つく植物をはじめ，四百二十種以上の植物が自生してい
る。これらの植物は，雪解けが終わる四月頃から，雪が
j場り援もるまで，可憐な花を咲かせ，それぞれの美を表
現し，自然・天然ありありのままに，島中を花でうめつ
くす。
礼文島に自生している山野草や高山植物の中には，学
術的に貴重なものが数多くあるが，近年の山野草や高山
植物jのブームのあおりによって，これらの貴重な植物の
盗掘があとをたたない。
五月下旬から六月の北海道，梅雨のない礼文島の海岸
辺りの丘陵に，清楚で可憐な淡黄色の，まこと奇しきレ
ブンアツモリソウの花が咲く。
レブンアツモリソウは，花が優雅で美しいばかりでな
く，学術的にも貴重な植物であり，天然記念物である。
かなりの栽培技術をもった人でも，二年から三年で枯ら
してしまうほどその栽培はむずかしい。にもかかわらず
レブンアツモリソウはどこから入手したのか不明のまま
山野草居や園芸庖で一株，一万五千円から三万円で売買
? ?
されている。
山野草や高山植物jの趣味家のための本という，ある月
刊誌のあるページに， レブンアツモリソウは「その咲い
ている姿は，優雅で愛らしく，それ故にマニアが多く，
一時は絶滅の危機に瀕していました。今は厳重な保護の
もとに，自生量も殖えつつあります。自生地以外の栽培
は不可能に近く，採取は厳につつしみたいものですJと
書いであるつぎのページに， レブンアツモリソウを通信
販売している山野草専門庖の広告が掲載されている。こ
のようなことは許されることではない。
実際， レブンアツモリソウは山採り，採集，盗掘の被
害により開花株は二千株あまりに減少し，絶滅の危機が
生じている。チョウノスケソウやウルップソウ等は，礼
文島の山野では全く見ることができなくなっている。自
然、状態では山野草や高山植物は，実生，分株，分球，地
下茎やピップ(花芽をもった地下茎)等でその数を殖や
しているが，それを人間が根こそぎ盗掘してしまうので
自然破壊，絶滅の道を辿る。
山野草や高山植物を山採り，採集，盗掘することに
よってマニアや趣味家が栽培して自己満足していた時代
から自然実生や株分けよって増殖していた時代を経て，
による増殖技術が加わり，現代は無菌播種，茎
頂培養，組織培養の時代を迎えている。これによって増
購技術は飛躍的にのび，一つの組織や器宮から短期間に
大量の植物を増殖することができるようになった。さら
にムルティプルシュート形成の技術，細胞培養，細胞融
合や組換えDNAの技術も加わり，山里子草や高山植物の
増殖に明るい展望がひらけてきている。
私たちはサギソウ，エビネ，セキコク，シラン，ボウ
ラン，カンランやウチョウラン等のラン科植物をはじめ
として，数多くの植物の増殖を試みて，ことしで二十四
年になる。
この間，発芽，増殖が困難とされていたラン科植物の
プロトコーム形成， リゾーム形成，発芽，発根，植物体
形成，鉢移植， JI!夏化，開花，結実という増殖技術が確立
された。こうした増殖技術は現在，難発芽の植物の中で
も一番むずかしく，開花するのに十数年かかり人工的に
増殖が不可能とされているレブンアツモリソウやクマガ
イソウのアツモリソウ属の増殖に取り組むことは，自生
ランの増殖と保護を目的とするものにとって大いに期待
されるところである。
一九八二年八月，礼文島へ下見に行った時，高山植物
や山野草の監視をしている，礼文島自然保護監視員の坂
野広太さんに自生地を案内してもらった。
その時，坂里子さんは，礼文島に自生しているレブンア
ツモリソウは三ケタはあるが四ケタはないのが現状で，
レブンアツモリソウは雪解け後の五月上旬から芽を伸ば
し，五月下旬から六月上旬に開花しはじめるが，盗掘が
多く，このままではレブンアツモリソウは減少し，絶滅
してしまうので，保護する必要があると語っていた。坂
野さんの言葉はわれわれの危機感を裏付けるものであっ
た。
一九八三年五月に入り，温室のエビネたちが開花し，
予定した数の交配が終わると，五月下旬から六月上旬に
開花するというレブンアツモリソウのことが気になりは
じめる。 r絶滅しないうちに，何とか無菌培養によって
増殖できないものか」こんな想いの中，たびたびみる夢
にレブンアツモリソウが忍び込むようになってきた。そ
して，六月に礼文島は行く決意をした。坂野さんと連絡
をとると，今は奮の状態で，六月に入ると開花がはじま
り，中頃が一番よいだろうとしヴ。営林署や礼文町の教
育委員会で入山許可を得てから来るといいだろうとのこ
とであった。
六月十日，いよいよ出発の時である。われわれは，午
後四時，羽田空港でジャンボジェット機に乗り込む。羽
田から千歳空港までは一時間三十分。札健からは急行手!J
尻で稚内へ，稚内港からは午前七時四十分発の第七宗谷
で礼文島へという旅程である。
ちなみに， r礼文はアイヌ語の"レブンシリ"から
とったもので， w沖合の島』という意味である j という。
稚内港から礼文島への船便は一日，香深港行きが二便
船泊行きが一便の計三便となっている。
六月十一日，オホーツクの海や百本海は，凪ぎであり
利尻岳(手IJ尻富士)が残雪をふところに秘め，優しくそ
びえている。レブンアツモリソウの無醤培養に成功し，
増殖した苗を，最果ての礼文島の丘にかえしにくる時に
は，あの利尻岳の頂lこ必ず登ろうと，われわれは考える
のである。
午前十時十分，香深港に着くと，ホテル礼文荘 (1日民
宿あつもり草)の自動車が迎えにきている。十時五十分
ホテル礼文荘に着くと，幸いにも一足先に無菌箱が届い
ていた。さらに，ホテル礼文荘のご主人，柳谷十三雄さ
んが「以前には，あの丘のあたりにもレブンアツモリソ
ウが自生していたJと教えてくれたので，われわれはす
ぐに丘に登ってみた。
丘の上に， レブンアツモリソウの自生株，開花株があ
る。まことに奇しき，絶品なる花である。その周辺に数
十株のレブンアツモリソウとホテイアツモリソウが自生
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していた。株は採集できないが，花，約や根端を採取し
すくに培養にとりかかる。
ホテル礼文荘のご主人の許可をえて，二部屋のうち一
部屋を培養室とし， もう一つを休憩，就寝の部屋として
活動しはじめた。培養室の窓から，手が届くような近さ
にスコトン仰とトド島が見え，絶景そのものである。こ
のようなところでレブンアツモリソウの無菌培養をでき
ることは，この上もない幸福である。培養室を逆性石け
んで拭き，エタノールで消毒する。無菌箱も同様にして
治毒し，殺菌灯をつけ，アルコールランフ。に火をつけ，
殺菌灯はそのままにして培養をつづける。
花の部位から組織を取り出す。用意していった百本の
培養瓶， ショートの試験管に花器，蕊柱，花粉塊，子房
花弁，根端等の組織，器官を無菌状態で植え付ける。六
月十一日の午前十一時から十二日の十一時までの二十四
時間かけて，持参した培養瓶とショートの試験管に組織
器宮を置床し， シー ルし， もちかえれるようにクーラー
に入れ，現地培養を終える。
この間， レブンアツモリソウの無菌培養を行なってい
る状況を，礼文町役場の商工課長の関実さんに見てもら
つ。
その後，十六田礼文島を探訪している。一九八三年十
一月の三度目の礼文島探訪は， レブンアツモリソウの朔
の入手にためであり，この時，関さんにレブンアツモリ
ソウの自生地を案内してもらった。雪の積もっている中
結実しているレブンアツモリソウの朔を見つける。薬包
紙につつみ， しっかともち帰った。
この時の帰りの旅は命がけであった。礼文空港から稚
内空港までは，十八人乗りの小さな飛行機で二十分かか
る距離である。この臼は天候が悪く，稚内空港からの飛
行機が二時間遅れとなり，出発もさらに遅れることに
なった。ようやく飛びたった飛行機は稚内空港の上で何
度も旋回したが，強風と大雪のためおりることができず，
札幌の丘珠空港まで行くことになる。
空は暗く視界はゼロであり，時々，飛行機は何メート
ルも下降する。乗客はみな，青息吐息であるが，そんな
時「バリバリパラ Jと音がするので，何かと患ったら
「ただ今の音は，氷の塊が翼にあたった時にでる音です
から心配いりませんj との機内放送がある。このような
ことが連続しておこるので乗客の多くは，不安を隠しき
れない。じっと我慢しながら丘珠空港に着くのをまった。
つぎの年の五月，礼文島から礼文町総務課長の金子留
三郎さん，商工企画課長の関実さんと山本繁次さんの三
方が埼玉にやってきた。
筑波大学1)付属坂戸高校の草花管理棟，無菌培養実験室
温室を見学した後，毛呂山田Iにあるレブンアツモリソウ
と同じアツモリソウ属のクマガイソウと越生町上谷に行
き，満開のエビネを見る。礼文島にも数万株の花開く，
レブンアツモ 1)ソウの楽園をつくろうという話にまで発
展した。
その年の夏，札幌の日本工房の吉田勉さんと電話で相
談し，礼文町高山植物培養センターの設計図をつくろう
ということになった。礼文町高山植物培養センターは，
実験室，クリーンベンチルーム，エアシャワ一，パス
ボックス，但温培養室， 1'異化室，温室，宿泊室，物品産
をもっ建物だが，ここを将来，観光施設として，さらに
は地場産業育成施設として，礼文島に自生する高山植物
の増殖センターとして，積極的に活用できるよう設計し
ようということになっfこ。
一九八五年三月，ホテルネし文荘の柳谷十三雄さんが埼
玉へやってきた。
また，この年には，われわれも礼文町高山植物培養セ
ンターを建設する場所を見るためと，建設状況を見るた
め二度礼文島へ出かけた。
一九八六年三月，礼文島・利尻島の自然、と島民を愛す
る人に捧げるを副題とする『礼文島植物誌~ ~利尻島植
物誌』を五部，礼文町役場に送付する。これは，礼文島
の人たちが自分たちの島，礼文島に自生している植物の
種類がどのくらいあるか把握していないので、近い将来
礼文町高山植物培養センタ の人が自分たちの住んでい
る島に自生する植物をすべて網羅した前二著を完成させ
るための作業のようなものである。
この年の六月，未来生物研究所の仲間，野口修，宮沢
可代子さんの結婚式に礼文島からレブンアツモリソウ十
花が空輸されてきた。百二十花のニオイエビネとグリー
ンのナルコユ 1)を用いて新郎，新婦のブートニア・ブー
ケをつくり，二人の門出を祝った。ジュンブライドの新
婚旅行は， もちろん礼文島であった。
八月には，礼文町高山植物培養センターの水道工事，
ガス工事が完成し，無菌培養，組織培養を開始。レブン
アツモリソウをはじめ，ハクサンチドリ，ノビネチドリ
モジズリ，エゾスカシユリ， レブンコザクラ， レブンウ
スユキソウ，クロユリ等の培養のため礼文島を訪れる。
六度目の訪問である。
一九八七年五月，礼文町高山植物培養センターの飯野
拓也さんが筑波大学附属坂戸高校で一ヶ月間研修。五月
六月の高温多湿の埼玉で，体の調子をこわしながらも熱
心に研修する。
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一九八ー七年八月(七度目)，一九八八年(八度目)と
技術交流のため礼文島へ行く。一九八八年には礼文町'高
山値物培養センターで，一般の観光客にレブンウスユキ
ソウ等の笛を配った。
一九八九年三月， レブンアツモリソウが礼文の地で，
カルスとカルスからのシュートの伸長をみた。ラン科植
物，アツモリソウ亜科，アツモリソウ属の増殖の可能性
が，この世ではじめて生まれたのである。
つぎの年の六月，礼文[flT高山植物培養センターに隣接
して，ビジタ センタ ，高山植物園ができ，一般の人
や観光客に開放される。高山植物園には植物を植える小
さな丘があり，手IJ尻島から運んだ岩石の周りに季節季節
の花が咲く。
パンフレットには「慈しみ，愛しみ，育む。その成果
が見本留に開花J i高山植物培養センタ ，青苗センタ
ー，見本歯， ビジターセンター，マルチプルステーショ
ンの五つの施設が高山植物の温床で」とあり，さらに
じくイオ技術が咲く，高山植物培養センター。礼文島の
永遠の資源であり，学術的にも貴重な高山植物，約四百
種の中から，三十種を選んで培養研究の対象としている。
その中には， レブンアツモリソウ， レブンウスユキソウ
レブンソウ等，礼文島唯一といわれるめずらしい高山植
物もラインナップされている。その成果はバイオテクノ
ロジーによって着々と実を結んでいる。特に高山植物の
王様といわれているレブンアツモ 1)ソウはデリケートな
土壌のみに発芽し，世界では成功例はないが，ここでは
無菌培養によって，発芽に成功しているJと書かれてい
る。
一九九二年八月，礼文町高山植物培養センターで『礼
文町史』を読んでいくうちに，一つの考えがうかんでき
た。一九七二年に発刊された『礼文町史』には， i挑岩
は香深市街から西に約二キロメートル，海抜二百四十メ
ートルの桃の形を呈する岩塊で本島有数の植物産地であ
るJと書かれており，桃岩に自生している主な植物の中
にレブンアツモリソウをあげているが，二十年以上経過
した現在，桃岩にはレブンアツモリソウは自生していな
い。そればかりか，桃岩の生態系の変化は著しいものが
あり，イネ科，カヤツ 1)グサ科やキク科植物が繁茂した
ために，費重な植物で姿を消していったものもあるであ
ろう。
礼文島の古老は語る。 iかつて，礼文島はレブンアツ
モリソウの花でおおわれていた。礼文島は『花の浮き
島』であり『レブンアツモリソウの浮き島』であった。
島の人たちは老若男女を問わず， レブンアツモ 1)ソウ
の花を答(かんざし)のようにしたり，花の唇弁の中に
蜂蜜を入れて飲んだり，おひたしにそえたり， レブンア
ツモリソウを生活の一部に位置づけていたj と。
ここで，また，考えこんでしまった。この島がレブン
シリ(沖合の島)と呼ばれ，純粋で神聖なるアイヌの人
たちが住んでいた時代は，どのようなものであったので
あろうか。
氷河期を生きのびてきたレブンアツモ 1)ソウやチョウ
ノスケソウはのびのびとたくましく，雑草のごとき生活
を送っていたであろう。アイヌの人たちが生活の一部に，
生活に役立てた植物，動物の中にレブンアツモリソウや
チョウノスケソウの名はあがっていない。そうであるな
ら，日本人が移り住む前の時代は，礼文島はレブンアツ
モリソウ，チョウノスケソウの楽園であったであろう。
五月下旬になるとレブンアツモリソウの花たちが一斉に
咲き乱れ，自由にのびのびと豊かな暮らしを送っていた
のではないか。
自然、に生きるアイヌの人たちは，植物の中で食料にな
るもの，衣料にできるもの，薬や毒や染料になるもの等
生活に必要なものは，それらが絶えぬように絶滅せぬよ
うに有効に利用していたことであろう。そうであるなら
レブンアツモリソウやチョウノスケソウは(もちろん，
そのような名や和名はついていなかったであろう)静か
に音もなく礼文島の山野，丘で花を咲かせていたことで
あろう。
一九九四年五月二十八日，侍南俊ーさん，内野昭二さ
ん，薮原和子さん姉妹と片山令子さん，そして私の六人
で礼文島へ出かける。
侍甫さんは，北海道出身で篠笛，龍笛の名人であり，
未来生物音楽家といわれている。{専甫さんのもつ龍笛は，
その昔，平敦盛が吹いたと伝えられる「青葉の笛j であ
り，その音色は言葉では表すことができない響きを奏で，
気の流れを感じさせるものである。全国の，いや，全世
界のアツモリソウの自生地で，花を見つつ， i青葉の
笛Jを吹こうと侍南さんと約束したものであった。そし
て，今「花の浮き島J礼文島の山野や丘で花咲かせてい
るレブンアツモリソウを前に，惣いを込めて二人は笛を
吹くのであった。
笛の音は， レブンアツモリソウ，礼文島，利尻島，樺
太，アリューシャン列島，アラスカ，アメリカ大陸，ア
ジア大陸へと，とどくがごとく鳴り響いていた。なんと
も不思議なことであるが，霧が流れ，ガスっていた礼文
島の山野，丘に笛の音が響きわたると，一瞬風が止み，
霧がu言れ，花と人，人と花の間に「気の流れ lが生まれ
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最果ての礼文島とやアツモ，)ソウの
絶滅の危にi爆さるる島
こ/レなことは
はじめての体験である。
絶滅寸前のレブンアツモリソウと平家の平敦盛の
たのである。長いようで短い人生の中で，
風散布アメリカ大陸ア，)ュ シャン列島樺太と
礼文に咲きしアツモリ・アコーレ
二人は特のとの想いが交差したのであろうか。葉の笛」
経過を忘れて笛を吹くのであった。 レブンアツモ')ソ
浅間山のウとの出会いから岩手県住田のアツモリソウ，
笛雨晴れ霧今は今昔は昔この時うお三ツ峠のアツモリソウとの出会いを想いアツモ，)ソウ，
アツモリソウの花浮かべながら二人は笛を奏でるのであった。
〈ッぜん
偶然、性と必然、性との交わりを交然性とネL文島にて
呼よくもよかりき
見えるもの見えぬものをば求めつつ
あやふやなり
不確定性原理や科学化学
東明をはや時くごめのひとしきり
礼文の海に雨は注げり
潮音のささめきかえすひびきして
ーめぐりめぐれば久種湖のひかりあり
人影宿しただに静けし
屋根歩く璃かたあし滑らせり
遊ぶともなき礼文の陽光
海の底なる礼文の太鼓
昨夜に見たる夢のひとつを思わねば
レブンアツモリソウ
? ??
遠くさかりて北の旅ある
培養センター自生地
発展の一途をたどれ礼文島
アツモリソウの無菌培養試みん
気負いに音ない来し礼文島
最果ての礼文の丘のアツモ 1)ソウ
奇しき花にうつつ会いけり
最果てなれば美しくあれ
最果ての礼文の島の水無月の
2 レブンアツモリソウ写真頬切る風ににおうアツモ 1)ソウ
「音葉の笛」を吹く開花株
トド島とスコトン岬一望の対岸に
無菌培養をわれら励みき
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保護のみに救われ難き野生ラン
島人の言葉さむきアツモリソウ
写真 レブンアツモリソウ 3 
カルスができる シュートが伸びる
第五楽章 ベリーズ紀行
「ベリーズという包，知ってますかj と聞くと，百人
中九十九人「知らなしリとこたえる。それほど知られて
いない留である。
ベリーズという留は中央アメリカに位置し，一九八一
年，イギリス領ホンジュラスから独立した。面積はわが
国の!呂田より少し大きく，二万三千平方キロメートル，
人口二十万たらずの小さな国である。
成田空港からアメリカ合衆国西海岸にあるシアトル空
港へ， シアト jレ空港からフロリダ半島のマイアミ空港へ，
マイアミ空港から二時間ほどで、ユカタン半島の付け根に
ある熱帯雨林と瑚瑚礁の国につく，そこがベリーズであ
る。
私は，この二十四年間
日本に自生するうン科植
物の増殖に関する実践的
研究をつづ、けてきた。サ
ギソウからはじまり，ニ
オイエビネ， レブンアツ
モリソウ，アツモ 1)ソウ
クマガイソウ等八十四罵
三百六十八種の増殖を試
みてきた。そして「日本
のアツモリソウ・世界の
アツモリソウJをまとめ
ようとしている時，ベリ
ーズ行きの話が出てきた。
第 i図ベリズ
ベリーズは，中央アメリカのラン科植物の宝庫である
と間いている。どうせベリーズに行くのなら，一一っか，
一つ刀、上の研究テーマをもってゆこうと思った。
そのーっとして，いままで日本で実践してきたラン科
植物の増殖を，ベリーズでより高い次元で実践できない
か試みることである。もちろん，ベリ ズに自生するラ
ン科植物の増婚に関する研究も平行して行なう。また，
ベリーズに自生するうン科柏tvJを大量増殖させて，その
苗や株を普及してゆくことでベリーズという国を紹介で
きれば¥それはそれで大きな意義があろう。
たいていそうだが，一つでもテ マが決まればそれが
次第に深められ，発展してゆく。その発展は螺旋状であ
り，一段と高度になってゆく。その時点で何か新しいも
の，いままで考えられなかったことが生まれてきて， さ
らにいろいろな方面に発展してゆくものである。
今回のベリーズの旅行では，できるだけ数多くのラン
の自生地を探訪することが第一の自的である。はじめて
の国への旅であり，どれほどのランに出会うことができ
るかは不明であるが，それぞれのランが生育している自
生地の環境条件，とりわけ気象条件，土壌条件，着生状
態を把握することによって，それぞれのランの栽培技術
を確立させることができるはずである。それぞれの栽培
技術が確立されれば，つぎに育種技術の確立，大量生産
技術の確立へと発展してゆくであろう。
ベリ ズは交通の便がわるいので，ランの白生地の探
訪で地方へ出かける時は，小型の飛行機をチャーターす
ることにした。そして経路は四輪駆動のジープで移動し
た。河川やカリブの海の島々へは，モーターボートを利
用した。
中央アメリカでは，e]境紛争がおきているとの報道が
あったので，充分な安全対策が必要であった。
いろいろな図難もあった，ベリーズではいたるところ
でランに出会うことができた。ベリーズのみならず，中
央アメリカでは，どこへ行ってもラン， らん，蘭であっ
た。
① ガテマラのテイカルの遺跡にて
ガテマラのmJ，フロ←レスから車で一時間ほどで国立
公留のテイカルの遺跡に着く。この遺跡は千三百年前，
熱帯雨林の中に三万人の奴隷労働によって建造されたと
いう。太陽，月，星等々の運行に関係した建造物だとい
われている。
第二テンプルを見て第四テンプルにむかう途中，数本
の樹木がある。よく見ると，ランが着生しているではな
いか。オンシジュウムとその仲間であり，結実した朔も
着いている。この旅ではじめて出会った着生ランであっ
た。
頭上の熱帯雨林を見上げれば，樹木の上lニ無数のエア
プーランツ， シダ類，ランが着生している。テイカルの
遺跡は，あちこちで崩壊して苔むしているが，熱帯雨林
の樹木は返しく，螺旋状に伸び，数多くの植物，鳥，昆
虫，小動物jと共存している。テイカルはラン科植物の宝
庫の一つであった。
② マングロープの生える大河にて
ベリーズの南方にある!BT，プンタ@ゴーダからモータ
ポートで大河を下ってカリブ海へむかう。7}<は豊かに
流れ両岸にはマングローブと広葉樹が密生していた。す
ぐにランの自生株を見つける。樹上にいくつものランが
自生しているのだ。白い花をつけているのはブラサボラ
の仲間だろうか。河の両岸の樹木の上に，かくも多くの
ランが自生しているのだ。
③ カリブ海に浮かぶ幻の島にて
カリフ内海で、淡水と塩水とがまじわるところマナティー
にジュゴンがいるという。さっそくモ ターボートで出
かけた。その途中，ポートを名のない島につけた。島に
あがると驚きの連続であった。榔子の木の幹に，ランが
無数に着生しているではないか。花を咲かせているもの
花を咲かせ朔を無数にもっているものなど，自をみはる
ばかりである。ハリケーンの時は潮風もかかるであろう
が，平気に逗しくのびのびと育っている。この島はカリ
ブ海に浮かぶ幻の島，ランの楽園であった。
④ 名もなき滝のあるところで
田舎町，サン・アントニオからサンタ・クルスへむか
う。スコ ルの直後であり，粘土質の道路はすさまじく
荒れていた。あちこち水溜りや穴ができていてデコ・ボ
コがはげしく，車はなんべんも止まり，バックしてまた
進む。やっとの思いで、水量豊富で、水清らかな滝に着く。
滝の名を間くと，名はないという。滝の周囲の樹木を
見ると，ランがいくつも着生している。エビネの容姿に
似ているカタセタムである。滝の周囲にはいろいろなラ
ンが自生しているが，名がわからぬものばかりである。
⑤ ラマナイのマヤ遺跡にて
ベリーズの北方にあるオレンジ・オーク町の手前にあ
るタワー・ヒルからラマナイのマヤ遺跡へ行くため，モ
ーターボートに乗り，ニューリバーを遡ってゆく。 }Iの
両岸の樹木の上に着生ラン，着生植物があるが，その数
や種類は多くない。ニューリバーの中ほどにさしかかる
と樹上にランがある。船を止めてよく見ると，オンシ
ジュウムの開花株と結実している朔であった。ポートは，
があり，その下にさしかかると近くにブラック・オー
キッドの大株が自生していた。新しく結実した朔と，古
くなって開朔したものの，二つの朔がついている。ベリ
ーズでは，どこへ行ってもランが自生している。
⑥ ゴドイ農園にて
現在，ベリーズには，政府からライセンスを得てラン
を採集できる人が四人いるという。その中の二人がオレ
ンジ@オーク田TIこ住むjレイス 6 ゴドイ， カjレロス@ゴド
イ親子である。そこで，ゴドイ農園を訪れ，ベリーズの
ランのことを聞くこととする。
ゴドイ農園に着くと，父親のルイス・ゴドイさんは不
在であり，息子のカルロス@ゴドイ君が農留を案内して
くれた。カルロス@ゴドイ君は十九歳で，六歳の時から
父親にランの自生地に連れて行ってもらい，実地でラン
のことを学んでいるので，その知識は確かである。
カルロス君は，ランの株と図鑑を示しながら，農留に
あるランのことを懇切了寧に説明してくれた。ランの図
鑑はアメリカの植物学者が書いたもので、ランの写真と
図がくわしくのっている。一時間あまりの間に，十六属
三十七種のランの説明をうける。
ほとんどのランは着生ランであり，名も知らぬものば
かりである。開花，結実して朔をもっているランも多い
ので無菌播種のため朔をもらえないかというと，カルロ
ス君は，こころよく提供してくれた。朔をもらい，農園
をあとにする。
帰国後，六ヵ月で埼玉県寄居町赤浜にNTCの培養セ
ンターが完成する。
ベリーズ・熱帯雨林と珊瑚礁の国
イギリスの植民地から独立す知られざる国
その名ベリーズ
また砂漠またまた砂漠アメリカの大陸広し
砂漠はてなし
上空は茜色なる羊雲毛糸か繭かフンワカ
フワフワ
エアーポケット中ゆく飛行機ドンと落つ恐れ戦'探く
乗客の群れ
マヤ文明発祥の地ともいわれるラマナイに着く。 積乱雲その下見れば瑚}瑚礁メキシコ湾から
ラマナイには，大木や気根，帯状根，板根をもっ巨木 カリブの海へ
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知名なる滝過ぎゆけばサンタ@クルス そこ越え
同じ名なき滝なる
アメリカと同じ名という田舎町サン@アントニオ現在
スコールの中
スペインのマヤやテイカルは過去のもの中央高台
どっしりと教会
これまでに見たことなきぞランの花ベリーズ大河
樹林の上に
色白き花マングロープと共に生く塩水淡水
まじわるあたり
葉を切りてせっせせっせと運びおり休むことなし
蟻たちの群れ -77 ブール昆虫記にある葉切り蟻のこと
猿が喰み落としたる葉をば切り切りて運びし蟻の
仕事はやまぬ
高き木に吊るされ揺るる数々の鳥の巣その名
ヴァノくアーノ〈アード
如何ならん風が吹けども憂いなしヴァバアーバアード
その巣/¥ンモック
暗黒下ジャガーの姿撮らえるに声放つ一瞬
子豚生け賛
足跡の動き見つけてこれジャガ-若き雄ぞと
こたえる仲間は
焼焔のゆきつく先は不毛の地知るか知らりよか
マヤの民らは
ドンとくりやダンと揺るるぞ車ごとデコボコ
道の国境をゆく
生き方や話し合い方笑い方素朴なりしぞ
マヤの民らは
マヤの子供らわがノートに名前を書きてその読み方を
ニコリと話す
? ?
;-1) 
田舎道担11\子葺き屋棋や七面 l，~~の小屋子供らとたわむる
マヤ村風景
スペインやフランス イタリ-想わするマヤ村風景
のどかのどけし
砂粒のごとくに小さきランの花オルニソセファラス
知らず咲きおり
ベリーズのマングロープと共に生きるちちちち
ちさきオルニソセファラス
ベリーズのラン i ベリーズのラン 2
培養センタ -1 培養センタ-2 
力 1)ソ碍
平面図
第六楽章 カンシュンラン「雅楽の舞J
趣味でランの栽培を楽しんでいる埼玉県浦和市大谷口
の正田博さん(七十二歳)が人工交配したランが，この
ほど美しく開花し，皇太子と雅子さまのご婚約を記念し
て「雅楽の舞」と名付けられた。ちょうど現皇太子，浩
宮さまのご誕生のころ， シュンランとカンランが自然、交
雑したと考えられる交雑種のハルカンラン(春寒蘭)が
高知県で発見され，ご誕生を祝って「浩徳の華」と命名
されたのであるが，そのランは葉も花弁も丸みを帯びて
いて，シュンランに似ている。正田さんが人工交配した
「雅楽の舞J もシュンランとカンランをかけ合わせたも
のだが，こちらは葉が長く，花弁もカンランに近い。
交配極が花をつけるまでには十年以上かかるといわれ
るが正田さんが交配したのも!一年前。まず開花期が違う
カンランは十月から翌年一月ごろにかけて花を咲かせる
が，シュンランは三月ごろである。この二種をかけ合わ
せるためには，それぞれの花粉塊を採取して薬包紙に包
み，乾燥剤とともにガラス容器に入れて冷凍庫で保存し
ておく必要がある。そのあと，交配し，結実してできた
朔の中の種子を，雑菌が入らないようにして培地に播種
する。緑を帯びて植物体が完成したら，鉢移植 01異化)
する。 成功率は，ゼロに近いといわれるほど生育は難し
いといわれていた。
そこで正田さんは，筑波大学1付属坂戸高校の松田史大
教諭に交配種の朔を託し，栽培を依頼した。そして，生
育した二十株のうち，五株が美事に花を咲かせたのであ
る。
松田教諭は iランの仲間であるアツモ r)ソウやクマ
ガイソウは絶滅寸前の状態です。いま大量増殖を試みて
いますが，その一環として『雅楽の舞』の栽培にも取り
組みましたj と語っていた。その松田教諭は，篠竹を用
いて篠笛づくり，龍笛づくりにも挑戦しているという趣
味人でもある。
篠竹は山採りすればするほど山を匙らせるという。篠
竹で、つくった篠笛の美しい音色で，自然破壊しようとす
る人々に警告しようという思いもあるという。
平敦盛の時代につくられたという「青葉の笛J (敦盛
の遺品と伝えられている)は，現在，六本残っていると
いわれている。その中の一本が北海道江差の姥神神社に
保存されている。松田教諭は，この笛についての文献に
もとづいて篠笛，龍笛づくりにトライしている。
アツモリソウとクマガイソウは，鎧のうしろにつける
母衣(もえーほろ)に形が似ているところから，源平双
方の武将，平敦盛，熊谷直実の名にちなんで名付けられ
たものである。
熊谷直実は，はじめ平知盛に仕えていたが，のちに源
頼朝に降り，ーノ谷の戦，須磨の浦で平敦盛の首をはね
た武将である。平敦盛の吹いたといわれる「青葉の笛」
を篠竹を用いてつくれば，その昔，敵同士だった源氏と
平家の和平にもつながるのではないか，と松田教諭はそ
の想いをのべる。
正出さんが生み出したランは，埼玉県立川口北高校の
山中俊夫教諭に寄贈された。山中教諭の発案で，名前を
つけようということになった。いくつかの候補の中から
「雅楽の舞Jが選ば、れ命名された。笛づくりを趣味にし
ている松田教諭の思い入れもあったようだ。
ピンクがかったレモン色の可憐な花をつけた「雅舞の
舞」は，皇太子と雅子さまのご婚約を祝福するかのよう
に，格調高い香りを放っているという。
(うらわ朝日 一九九三年二月二十一日)
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写真「雅楽の舞」
フィナーレ
花と気の流れにと題して，植物増殖の歴史を綴ってき
たが，言いたいことの半分も書き表すことができなかっ
た。いつか機会をあらためて書き記したい。
最後に，一緒に自生地を訪れた未来生物研究所の皆さ
んに心からお礼を申しあげて，未完成のフィナーレとす
る。
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